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平成２８年度「新興国市場開拓等事業費補助金（ミッション・見本市等出展支援事業）」 

（１）ミッション派遣･招聘事業 １）新規市場開拓ミッション派遣事業 

「ロシア･カザフスタン水ビジネス推進ミッション」  

カザフスタン行程実施報告書 

2017年2月 ROTOBO 

 

１．課題および目的 

 

平成25年６月14日に閣議決定された日本再興戦略では、海外市場の成長を取り込む「国際展開戦略」

を大きな柱の一つに掲げ、経済連携の推進及び官民一体での海外市場獲得の重要性を打ち出している。

とりわけ、ロシアとカザフスタンは石油・天然ガス等豊富な資源を背景とした力強い経済成長を続けて

おり、将来的に市場規模の拡大が見込める市場として評価が高い。 
しかし、日本とロシア・カザフスタンとの経済関係は、現状、比較的順調に拡大しているものの、資源

依存型という相手国の経済構造の特性も影響し、貿易は日本の資源輸入と日本からの機械や自動車等の

輸出に偏重、投資の伸びもごく緩やかなものに留まっている。特に、ロシア・カザフスタンが日本からの

高度技術の導入による自国産業の高度化、国民生活の質的向上を図ることに強い関心を抱いているにも

関わらず、日本からの技術移転はほとんど進んでいない。日本の強みである高度ハイテク技術の提供を

通じてこうした現地側の希望に応えることは、日本企業にとってビジネスチャンス創出と新しい市場の

獲得に繋がり、二国間の経済関係発展、ひいては日本経済の成長に資するものとなる。 
以上の認識に鑑み、本事業では、ロシアおよびカザフスタンに、日本のハイテク分野、とりわけ日本が

国際競争力を有するハイテク・環境技術（水利用、省エネ・省資源、再生可能エネルギー、廃棄物処理等）、

特に水関連技術の導入を目指し、ビジネスミッションの派遣やミニ展示会・見本市等の開催（またはそれ

らへの出展）、それらに合わせたフォーラム、セミナー等の効果的な開催により、日本の製品・技術力の

発信を一体的に実施し、二国間の経済関係発展に資することを目的とする。 
 
 

２．実施内容 

 

 平成29年２月11日（土）～２月18日（土）の日程で、カザフスタンとロシアの地方主要都市を訪問す

る「カザフスタン･ロシア水ビジネス推進ミッション」を派遣した。カザフスタンでは「石油の首都」と

称される西部に位置するアティラウ市、および同国第３の都市である南部のシムケント市を訪問、現地

の行政府･水道局、建設企業等との協議、関連施設の視察等を行った。一方ロシアでは、シベリアの拠点

都市、ノヴォシビルスク市を訪問、やはり現地行政府等との協議、関連施設の視察を行うほか、期間中に

同氏で開催中の国際展示会「Aquatherm Novosibirsk」および住宅資材展示会「SibBuild」を視察、今後

の日本企業進出の際の参考に資するものとした。 
 本文書ではカザフ部分のみの実績を報告する。 
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（１）派遣人数 

社内外、通訳等含め総勢 7 名 

（２）日程及び面談者 

 日付 時刻 日程 宿泊地 

１ 2/11(土） 

13：30 

16：10 

18：20 

22：35 

成田発（OZ103） 

ソウル（仁川）着 

ソウル発（OZ579） 

アスタナ着 

アスタナ 

２ 2/12(日） 
21：10 

22：45 

アスタナ発（KC983） 

アティラウ着 
アティラウ 

3 2/13(月） 

11：00 

 

 

 

 

 

 

 

12：00 

 

 

 

 

 

13：30 

 

 

16：00 

 

 

 

 

 

19：00 

 

 

23：45 

■アティラウ州行政府表敬 

面談者； Ｎ．ノガエフ･アティラウ州知事 

 Ｚｈ．カラガエフ・アティラウ第一副市長 

 ／アティラウ州エネルギー･住宅･ユティリティ局長 

 Ｄ．ジャニベコフ･アティラウ州 

企業活動･工業イノベーション発展局長 

 Ａ．ケンジェベコフ・アティラウ州 

エネルギー･住宅･ユティリティ局次長、他 

■アティラウ市取水場および浄水場視察 

 面談者； Ａ．タシリコフ・アティラウ水道公社 

「Ａｔｙｒａｕ Su Arnasy」社長 

 Ｍ．チュレミ・浄水場業務部長 

 Ａ．アリエテリオワ主任技師 

 

◇アティラウ州主催昼食会 

応接： カラガエフ第一副市長、他 

 

■経済特区「国営石油化学工業団地」 

プレゼンテーション及び特区視察 

 面談者； Ｍ．シャラガエフ経済特区管理会社 

 Ｄ．マフメトフ 同 研究･設計研究所 

 Ｎ．ヌルダウレト 同上 

 Ｍ．トゥスシバエフ アティラウイノベーション社 

◇アティラウ州主催夕食会 

応接； ケンジェベコフ次長、他 

 

アティラウ発（KC984） 

機中泊 
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4 2/14 (火） 

03：00 

07：50 

09：40 

 

12：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15：00 

アスタナ着 

アスタナ発（KC351） 

シムケント着 

 

■南カザフスタン州行政府表敬 

面談者； Ｚｈ．ボケンバエフ南カザフスタン州副知事 

 Ｒ．シャムスディノフ「水資源･マーケティング」社 

第一副社長 

 Ｂ．カルムルザエフ 同社副社長 

 Ｋ，アガバエフ 同社主任エネルギー技師 

 Ｂ．バイボロフ 「上下水道」社 主任技師 

 Ｍ．ジュニスベコフ 「EFL metering」社長 

 Ｔ．エシモフ 「カズボドホズ」公社 

 支社「Оңтүстікауызсу」 社長、他 10 名 

■「水資源･マーケティング」社 プレゼンテーション及び 

アクバイカライスキー他、取水施設視察 

シムケント 

5 2/15(水） 

09：30 

 

 

 

21：50 

23：05 

■「水資源･マーケティング」社 シムケント市汚水処理場視察  

 

※原、輪島離団。本隊は 16：00 シムケント発（S7 3282）でロシア

行程へ 

シムケント発（ＫＣ970）：原、輪島。以下同 

アルマトィ着 

機中泊 

6 2/16(木） 

00：50 

09：30 

13：35 

16：00 

アルマトィ発（ＫＣ909） 

ソウル（仁川）着 

ソウル発（ＵＡ78） 

成田着 
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（参考）調査旅程図 

 

 

 

（３）面談概要 

（１）アティラウ州行政府表敬： 2/13(月） 11：30～ 

１月に同州のジュセムバエフ第一副知事、およびカラガエフ第一副市長兼アティラウ州エネルギー･住宅･ユ

ティリティ局長（本面談に同席、また昼食会の座長を務めた）を本事業の招聘事業で日本に招いたばかりであ

ったこともあり、ノガエフ･アティラウ州知事自らが対応、さらに同日の昼食及び夕食を提供してくれるなど、

大歓待であった。 

面談自体は典型的な表敬で、知事から歓迎の言葉とアティラウ州の概要についての説明、また４月に開催さ

れる「アティラウ国際投資フォーラム」への招待などがなされた。日本企業がアティラウ製油所の改修などに

従事した着たことを指摘、日本企業を「規律正しいパートナー」と評した。しかし、現状で日本企業の進出は

不十分であり、具体的な投資提案を歓迎する。例として自ら、アティラウ市におけるエレベータの生産を提案

した。ただし同行した三菱商事のリスダウレトフ氏によれば、この案件は従来から取りざたされている、換言

すれば長く実現されていないものであるという。 

 

（２）アティラウ市取水場及び浄水場視察： 2/13(月） 12：00～ 

 アティラウ市の上水は、100％ウラル川から取水しており、ポンプでくみ上げたものを沈殿、ろ過、薬品投与

という伝統的な手法で処理している。上流に位置するロシアの工業プラントによる化学物質による汚染、夏季

に川に発生する藻などが問題であるというが、現状で対応できており、水量の不足もない。上水道総延長1,500

ｋｍ、下水道400ｋｍ。アティラウ市の人口は約30万人だが、都心から120ｋｍ離れた地点まで給水を行ってい

るという。2014～2015年にかけて、管轄下130カ所のポンプ全てをGrundfos社をはじめとする欧州メーカーのも

のに交換、それによりポンプで使用する電力の33％削減に成功した。またフィンランド製の設備を用いる新し

い浄水技術を試験中であり、成功すれば現在はロシアから輸入している浄化に用いる塩を州内産に切り替えら

れるため、さらにコストを削減できるという。 

つまるところ、新しい技術の導入に非常に積極的で資金力もありそうだが、いかんせん市水道局においては

③ノヴォシビルスク 

①アティラウ 

アスタナ 

②シムケン
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主な設備は既に更新済みである模様。民間企業や経済特区などが狙い目か。月並みな指摘ではあるが、欧州メ

ーカーとの圧倒的な知名度の差をいかに埋めるかが課題。 

 

         

（左）更新済みの真新しいポンプ （右）浄化槽。建屋も新しく、全体に美しい。 

 

 

（３）経済特区「国営石油化学工業団地」プレゼンテーション及び特区視察： 2/13(月） 16：00～ 

 プレゼンテーション資料（後出）にそって経済特区制度および経済特区「国営石油化学工業団地」の現状

について説明。同特区に登録しているレジデントは現在14、うち稼動しているものが1つ、10はスタディ段階。

ブタジエン及びポリブタジエン生産プロジェクト、ＰＶＣ生産等について投資家を募集中であるという。特区

の上下水については、電力等、他のユティリティとともに「カラバタン･ユティリティ･ソリューション」と呼

ばれるプロジェクトが管轄している。特区の水源はウラル川ではなく、200ｋｍ遠方にある「アストラハン～

マンギスタウ」給水管からひいてくるという。インフラは全体でまだ12％程度しか完成していないという。 

 

   

（左）カラバタン･プロジェクトの一部である310ＭＷｈのガスタービン発電所建設予定地。コントラクターの１つとして、韓国の斗山の名前がある。ＰＳＩ 

Ｇｒｏｕｐはアルマトィ登録の国内企業らしい。 

（右）特区用に新設されたカラバタン駅ホームに立つ代表団。ホームと線路以外、まだ何もない。 
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【経済特区「国営石油化学工業団地」プレゼンテーション】 
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（４）南カザフスタン州 全般： 2/14(火）午後～2/15（水）午前 

アティラウ州の関係者より、「南カザフスタン州の上下水道システムはカザフスタンで最も進んでいる」

と聞かされてきたが、訪れてみてそれを実感。 

まず副知事対応の州行政府表敬であるが、その場に水道公社「水資源･マーケティング」及び関連会社

より20名近い関係者が集められており、副知事同席のままで日本側のプレゼンテーション（短縮バージ

ョン）が行われたことに驚く。副知事より、水を含めインフラの更新に強い関心があり、多くの案件があ

るのでそのうちどれで日本と協力が可能か確認して欲しいとの発言があった。 

 

   

（左）完全にコンピューター制御されている取水場（地下水をサイフォン式で送水） 

（右）各給水区間の流量がひと目でわかる制御版 
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（左）社屋前で記念撮影 （右）下水処理場の回収計画図（プラント前の立看板より） 

 

続いて訪問した水道公社「水資源･マーケティング」では、同社のプレゼンが行われたが、ロシア語な

がらその質の高さに感心した。同州の特徴として、水道公社が民営化されていることと、EBRDの支援を

受けていることが挙げられる。プレゼン慣れしているのは、EBRDなど支援機関に定期的に成果を報告し

ているためであろう。EBRDの契約は４つあり、総額5400万ドル、期間2008～2016年。第1トランシュは

2008年に供与され、12億テンゲ（800万ドル相当）で上下水配管68.7ｋｍが更新された。続いて2010年に

第2が1800万ドル、13年が第３1400万ドル、15年の第4が同じく1400万ドル。やはり配管の交換、ポンプス

テーションの改修などが行われたという。 

同社の資本構成は国が22％、民間78％。「25年前にもと総裁が民営化を行った」とのことだが、普通は

儲からない公共事業に民間資本が入り、しかも正常に機能しているとは不思議なことである。非常に早

い段階の民営化なので、事実上は無料で払い下げが行われたのではないかと想像する。スタートはどう

あれ、結果的に現在、健全に経営されており、しかもインフラや管理システムがカザフスタン最先端と評

価されるに至ったのはすばらしい。 

 

【「水資源･マーケティング」社プレゼンテーション抜粋】（原文ロシア語より和訳） 
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以上 

 

 


